
※１ デフリンピック…世界規模で行われる聴覚障がい者のための総合スポーツ競技大会。夏と冬それぞれ４年に１度開催される。
※２ パラダイムシフト…その時代や分野において当然のことと考えられていた認識や思想、社会全体の価値観などが
　　　　　　　　　　革命的にもしくは劇的に変化すること。

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

障がい者スポーツ
の振興について

答

問 鳥取県障がい者福祉プラン
には精神障がい者のスポーツ振
興に触れられていないがどのよ
うに取り組むのか。障がい者ス
ポーツを振興するために体系的、
継続的な計画を策定すべき。

スポーツは精神障がい者に
とっても自らの才能を発揮でき
る場であり、県としても支援して
いきたい。来年度日本財団と協
調して始める障がい者スポーツ
の拠点施設建設に入ることもあ
り、障がい者スポーツについての
一貫した振興計画を策定する。

島谷 龍司 議員

答

問 近年、全国で熊が人里に出没
し、人を襲う被害が相次いでお
り、わが県でも目撃情報や負傷
事故が多発している。熊の被害
に対する知事の現状認識と隣県
が熊猟を解禁していく中でのわ
が鳥取県の対応策を問う。

私も大変に憂慮しており、看
過できない状況だと思っている。
鳥獣保護管理計画の改定時期に
入っており、今後どういう方針に
するかを専門家や地元関係者を
交えて議論することになるので、
踏み込んだ議論をお願いしたい
と考えている。

選挙区　東伯郡
会　派　自由民主党

藤井 一博 議員

防災対策、
財政運営について

選挙区　八頭郡
会　派　自由民主党

福田 俊史 議員

ツキノワグマ対策
について

答

問 ①今回の中部地震に対して
の行政対応の反省点は。②今後
の県財政運営の考え方は。

①ブルーシート備蓄数の不足
が顕在化した。一部損壊の戸数
も含めた備蓄数の再考が必要で
あり、地域防災計画の見直しに
反映させたい。災害時の通信体
制について、LINEなどSNSを活用
した災害時用プラットフォーム作
成など検討したい。②引き続き、
財政健全化も図りながら、社会的
インフラなど、必要なものには
しっかりと投資を行っていく。

答

問 ①中部地震の緊急要望への
対応は②聴覚障がい者への災害
情報の提供を③手話革命の意味
は。どのような施策を進めるか④
デフリンピック(※１)招致を。

①相談窓口開設。貸店舗営
業者は経営革新制度スタート型
で対応②聴覚障害者センターと
コンタクトをとれる体制を作る③
全国に向けてパラダイムシフト
(※2)を起こす。災害時の課題な
ど、新年度予算や今後の計画に
入れる。あいサポート条例の中に
情報共有等の課題を取り上げる
④あり方を検討する。

選挙区　鳥取市
会　派　公明党

銀杏 泰利 議員

中部地震への対応
手話革命と法制定

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

前田 八壽彦 議員

「郷土の先人」に
学ぶことの意義

答

問 郷土の先人の功績を県民の
皆さんに広く知っていただく仕掛
けが不十分。取組の検討を。

郷土の先人で顕彰に値する
皆さんの業績に触れることは、若
い人をはじめ、いろんな方々に影
響を与え得ると思う。（教育長）先
人の業績や生き方を発信していく
ことは、鳥取県や鳥取県民の素晴
らしさを再認識し、地域の個性、
誇り、魅力の強化に重要。人物史
的な展開や資料の収集は、従来
行っていない。今後の博物館構想
のなかでその充実や展開を検討
したい。

とっとり県議会だより

一般
質問

鳥取県議会

　11月定例会では、26
人の議員が一般質問を
行いました｡
　本紙では、各議員の
質問の中から､質問と答
弁の要旨を掲載します。
　なお、議事録の全文
は､県議会ホームペー
ジからご覧になれます。

こども食堂や医療現場などの関係者と情報を共有し
ながら、アウトリーチ型を強めていけるようモデル事
業について新年度で考えてみたい。

境港への大型クルーズ船の寄港が急増する中、４
年後に竹内南貨客船ターミナルが供用開始される
と、米子・松江方面に向かう車で大渋滞を引き起こす
ことが予想される。境港からの物流強化、大型クルー
ズ船旅客の県内１日観光エリアの拡大、原子力災害
時等の避難対応などの観点から、早期の道路整備が
不可欠であるが、知事の所見を伺う。

鳥取県が持続的な発展を遂げるためにも、この
周辺地域のインフラ整備が不可欠である。短期的な
対策として、現在、竹内団地の臨港道路、国道431号
との交差点付近の交通ネットワークの円滑化の基礎
調査をしている。また、米子－境港間の南北の交通量
が非常に多く、アクセス強化、物流、観光の効率化の
ためにも境港と米子を結ぶ高規格道路は非常に重要
なものと認識している。地元合意のもと、道路の必要
性、妥当性を具体的に訴えかけて、計画の凍結解除
をしていくことが必要である。

本県では、次期学習指導要領を先取りする形で、
アクティブ・ラーニング(※2)の導入を積極的に推進
している。教える側の力量が求められ、教師の負担が
大きく準備も含めて授業にたくさん時間がかかると
いった意見もあるが、課題や解決に向けた今後の対
応方針について伺う。

（教育長）アクティブ・ラーニングをより効果的に
実施するために、タブレット型の端末などＩＣＴ機器の
活用も必要であると思っている。また、特別な支援を
必要とする生徒に対する指導方法など、幅広い手法
の研究をしていく必要がある。本年度から教職員に
も参画をしてもらいながら、21世紀型の学力検討委
員会を設置し、この中でアクティブ・ラーニングの研
究ワーキンググループもつくっている。また、指導案
や校内の研修計画等のモデルを作成したり、教員間
のネットワークを構築する手法などを検討して実施に
移していくなど、授業の考え方、手法を着実に全ての
教職員に広げていきたいと考えている。

被災者に支援物資が行き渡らなかったことや車
上避難に対する支援、子どもや女性に配慮した避難
所の運営、福祉避難所の受け入れ対応など熊本地震
の教訓を生かした対応ができたのか伺う。

当初から、熊本地震の教訓を踏まえた対応を考
えていた。支援物資の末端への手配、医療スタッフ
等の巡回による避難者支援に当たった。今回の地震
では「絶対に災害関連死は出さない」を合い言葉に
アメニティーの改善も図った。福祉避難所の設置が
進んでいないところは、今年度中に協定を結ぶなど
により指定ができる予定。来年度中には、今回の地
震の反省も踏まえた対策を練り直し、地域防災計画
を改定する。

厳しい財政状況の中でも中部地震の復興対策を
はじめ、地方創生の加速化や地域経済の活性化に向
けた重点的な取組については、予算を集中投下する
必要があるが、どのような取り組みを重点的に取り
組んでいくよう考えているのか。

第１の重点は災害からの復興である。壊れたとこ
ろを直すことと、これを機に新たなことにチャレンジ
するといったプラス思考の復興もある。あわせて地方
創生や産業創造、安心の暮らしづくりについても十
分な予算と施策を割いていく。

貧困家庭に育った子どもは、学習や進学などの
面で不利な環境に置かれ、大人になっても貧困から
抜け出せない傾向があり、子どもの貧困問題への対
応は喫緊の課題である。市町村等とも連携して行政
側から積極的に働きかけるアウトリーチ型(※1)の支
援をすべきではないか。

学習支援なども含めて実験的に取り組んでいる
ところやアウトリーチ型に関心を持った市町もある。

選挙区　境港市

鳥取県議会自由民主党

答

問

問

問

問

答

答

答

浜田 一哉 議員

11月定例会では、浜田一哉議員（鳥取県議会自由民主
党）が、県行財政上の諸問題について、会派を代表して
質問を行いました。

来年度予算編成について

子どもの貧困対策について

「境港」の整備について

次世代授業の取組について

答

代表質問

中部地震からの復興

問

とっとり県議会だより

※1 アウトリーチ型 ・・・ 援助が必要であるにもかかわらず、自発的に申し出をしない人々に対して公共機関などが積極的に働きか
 けて支援の実現をめざすこと。
※2 アクティブ・ラーニング ・・・ 授業者が一方的に学生に知識伝達をする講義スタイルではなく、学生の能動的な学習を取り込んだ授業の総称。2


